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会長 染谷 義一 
皆さんこんにちは。

お久し振りでございま
す。不要不急の外出自
粛を残したままとは言
え、緊急事態宣言が解
除されましたので、当
クラブでは３密を避
け、万全の対策を取っ
てハイブリッド例会に
戻しました。とは言え、体調の優れない方、基
礎疾患のある方は Zoom での参加も継続してお
りますので、会員の皆様におかれましてはご無
理のないようにお願い致します。 
今から丁度 58 年前に当クラブは、ここ大宮

で産声を上げました。今日は当クラブの創立記
念日であります。誕生日を祝って本日のデザー
トは多少格好をつけさせていただきました。本
来ですと創立記念事業と銘打って賑々しくした
いのですが、この様な環境下の為、開催するこ
とが出来ません。ささやかでありますが、デザ
ートの上にお祝いのチョコプレート 
を乗せさせていただきました。誕生 
日の雰囲気だけでも感じていただけ 
ればと思います。 
本日の例会は、ラオフレンズ小児病院の代表

理事であります赤尾和美さんにお越しいただ
き、ラオスの小児病院とオンラインで繋ぎ例会
をお届けしたいと思っております。現在の小児
病院の様子や、本年度寄贈させていだきました
オンライングループビデオ会議システムの使っ
ている様子を教えていただければと思っており
ます。赤尾様、本日の例会、宜しくお願い致し
ます。 
昨日、米山記念奨学生の修了式がございまし

た。ディルバさんも２年の奨学期間を経て無事
に修了されました。クラブの米山記念奨学委員
会 松本副委員長にもご参加をいただき、盛り

上げることが出来ました。大変お疲れ様でござ
いました。 
そして本日、米山功労者への表彰、次年度地

区役員への委嘱書もお渡しさせていただきたい
のですが、密を避けるため、お名前のみお呼び
させていただきますので、その場でお立ちいた
だければと思います。 
また髙橋秀樹パストが今月末日をもってご退

会され、後任者と致しまして中嶋正尊様をお迎
えいたします。４月に入りましたら入会式を執
り行いたいと思っております。ご存じの通り髙
橋秀樹パストが会長の時の幹事が私でございま
した。お勤めをされていました会長でしたの
で、何れはこの日が来ると覚悟をしておりまし
たが、やはり現実となりますと寂しいものであ
ります。現環境で大人数での送別会を開くこと
ができませんが、プライペートの少人数であり
ますが、私の音頭で送別会を開きたいと思って
おります。改めてご案内をさせていただきま
す。髙橋パスト会長の退会のご挨拶は次回例会
でお時間をとらせて頂きたいと思っておりま
す。 
どうぞ会員の皆様に於かれましては、ご健康に
一層のご留意をいただいてロータリーライフを
送って頂きたいと思っております。以上会長挨
拶とさせていただきます。ありがとうございま
した。 

 
 

 
【本日のリーダー】 
押野 一郎 会員  

 
 
 
■ラオフレンズ小児病院 代表理事 
赤尾 和美 様 

■大宮ソニックシティ㈱  
中嶋 正尊 様 

■米山記念奨学生  
ディルバ・サレマンさん 

会 長 挨 拶 

お客様ご紹介 ご紹介：副会長 内山 泰成  

ta 

介 紹介：副会長 内山泰成 

 

ロータリーの目的・四つのテスト 
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副幹事 十文字 裕司 

皆さんこんにちは。本日は
荒井幹事に変わって、副幹
事の十文字が幹事報告をさ
せて頂きます。 
緊急事態宣言が発令され、
１月 18日よりオンライン例
会となり、はや２ヵ月が経

過し、会員の皆様と直接お会い出来ずに寂しい
例会が続いていました。しかし、昨日で緊急事
態宣言も解除され、本日より会場参加とオンラ
インとのハイブリット例会とさせて頂きます。
久しぶりに多くの会員と直接お会い出来て嬉
しく思います。しかしながら宣言が解除された
とは言え、まだまだ注意をしていかなければい
けない状況だと思いますので、くれぐれも無理
をせずに今後も会場参加かオンラインかの選
択をして下さい。 
それでは幹事報告をさせて頂きます。 
２月の予定から延期となっていました移動例
会が４月５日に開催されます。担当の小島委員
長や井上部門委員長、そして会場のご協力を頂
いた金田会員により、コロナ対策を十分に踏ま
えての開催となっておりますので、ご参加の程
宜しくお願いします。尚、この日は Zoom での
参加は出来ませんので、ご了承下さい。 
 
 
 

■職業奉仕委員会委員長 小島 徹 
４月５日の移動例会は金田会員の
「ステラ・デル・アンジェロ」です。
よろしくお願いします。 
■第４Ｇ/ＩＭ実行委員  
福田 和子 

延期になっていた IM が５/17（月）
にパレスホテル大宮で開催される
ことが決まりました。この状況下で
すので、万全の対策のもと、来賓様
を含み 80 名以内で開催されます。一般会員は、
Zoom でご参加ください。 
式典点鐘は 16：00、講演会は 16：30 からです。
講師は、いすみ鉄道 元代表取締役 鳥塚亮（と
りつかあきら）氏で、「ローカル鉄道は、負債と
考える向きであったが、アイデア次第で資産と
なる」がテーマの事業再生の話です。各企業が
参考となると思いますので、どうぞ Zoom でご
参加ください。なお、懇親会はありません。 
■財団支援部門部門委員長  
藤嶋 剛史 

10 月の米山月間にお願いしました
米山寄付の結果、第２米山月間の今
月、ガバナー月信に当クラブより58
名の会員が功労者として掲載されました。 
おかげ様で地区過去６年間での最高の寄付額
となり、４月から素晴らしい奨学生を迎えられ
ることになりました。 
また、３月 21 日はディルバさんの地区米山修

了式でした。３月末までは奨学生ですので、来
週の例会で最後のスピーチをしてもらいます。
ぜひ多くの皆様にご参加をお願いします。 

2020 学年度 米山記念奨学生 修了式の様子 

 
■広報・公共イメージ部門 
部門委員長 石丸 主憲 

次回３月 29 日の例会は、押野一
郎委員長の環境問題意識向上委
員会の担当例会です。 
環境問題意識向上委員会は、今

年度からの環境問題をテーマとした委員会で
す。コロナ禍でできないこともありましたが、
活動報告をいたします。タイアップして活動し
た埼玉福祉事業協会様や、就労継続支援事業所
のココロスキップ様の卓話もあります。多くの
ご参加をお待ちしています。 
 
 
 
 
■2020-21 年度 米山功労者 表彰 
第１回 米山功労者 ６名 感謝状【青色】 
荒井 理人、胡 平、関根 正也、廿野 幸一、
小林 又次郎、十文字 裕司 各会員  

第２回 米山功労者 ４名 感謝状【銅色】 
マルチプル…石三 重則、髙橋 秀樹、 
山崎 一祥、竹内 雅人 各会員   

第３回 米山功労者 ２名 感謝状【銅色】 
マルチプル…内山 泰成、藤嶋 剛史 各会員   

第７回 米山功労者 感謝状【銀色】 
マルチプル…木本 栄一 会員  

第９回 米山功労者 感謝状【銀色】 
マルチプル…大熊 雄喜 会員   

第 14 回 米山功労者 感謝状【金色】 
メジャードナー…林 正 会員   

第 15 回 米山功労者 ２名 感謝状【金色】 
メジャードナー…藤池 誠治、高橋 誠一  
各会員  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
藤嶋剛史 米山記念奨学部門委員長、島村まり
子 国際交流委員、竹内雅人 資金推進委員、
横溝一樹 インターアクト委員、石丸主憲 公

委員長報告 

米山功労者 表彰 

2021-22 年度地区役員委嘱書授与 

幹 事 報 告 



 

共イメージ向上委員、風岡淳一 クラブ活性
化・戦略計画推進委員、松本有祐 国際奉仕委
員、吉田浩士 職業奉仕委員、増永裕樹 米山
記念奨学増進委員 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ご紹介 国際奉仕担当委員会委員長 新藤 栄介 
ラオスの現地とつなぎ様子をうかが
いたいと思います。これまでの支援
については、赤尾さんにご説明して
いただきます。 
お手元にラオスの国旗をご用意しま
した。これを振って現地と交流をし

たいと思います。またパン
フレットを見て、理解を深
めていただき、支援もいた
だけるとうれしいです。 

 

卓話者  
フレンズ・ウィズアウ
ト・ア・ボーダー
JAPAN  
代表 赤尾 和美 様 
 
「今年は急遽必要になっ
たオンライン教育に使用
する機材をご提供いただき、本当にありがと
うございました。」 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

2013 年、ミャンマーの現地視察を計画するも、爆

発があったりして皆さんとは行けなくなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2015 年には、訪問診療に必要な車を寄贈していた

だきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

髙橋さんにはラ

オス語でスピー

チをしていただ

きました。 

 

2019 年 小さい子供の命を救う大切な機械、CPAP

（持続的に酸素を送る機械）を。 

 

コロナでロックダウン → 外国人スタッフが国外 

退去 → オンライン教育のための機材は、ミーティ 

ング・教育にとても役 

立っています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オンラインで 

現地とつなぎ、 

様子を見せて 

いただきました。 

互いの国の国旗を 

振って、交流を 

深めました。 

卓 話 
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